
  

 

 

 

 

                              
 

 

 

 

 

 

 

「不登校支援ハンドブック」の活用 
～高知市の子どもたちの未来のために～ 楽しい学級・学校づくりのために リーフレット「ラポール」第 16号 （令和３年３月４日発行） 

 

高知市教育委員会から，子どもたちや保護者，そして先生方の笑顔のために，不登校支援ハンドブック

が発行されました。２月８日に開催されました「不登校支援に関する連絡会」にて，活用の仕方について

の交流がありましたので裏面に一部ご紹介します。 

 P125 のコラム「元気になったトマ

ト」は，もう読まれましたか？ 

読んだときに胸がきゅっとなります。

教職員のみなさんで，言葉だけではな

く，感情としても共有して欲しいです。 

連絡先：高知市教育研究所教育相談班（TEL 088-832-4498・4497） 

この本の使い方 

  

             

   

教職員みんなで確認 

個人で読み込む 

① 目次で知りたい事

柄をみつけ，そのペ

ージを開きます。 

②    でキーワード

となることを確認し

ます。 

③  「これだけは押さ

えよう！」を読んだら

大筋が理解できる

ようになっています。 

  

もっと詳しく知りた

いときに参考文献も

含め，じっくりと読ん

でみてください。 

プラスアルファ 

※  巻末資料・ワークシート（pdf 形式，エクセル形

式，ワード形式）は，高知市立学校教職員ポータ

ルサイトからダウンロードできます。学校や学級の

状態に合わせて工夫してご利用ください。 

不登校支援ハンドブック活用のコンテンツ，パ

ワーポイントもあります。 

等 

同じ場で 

職員会 学年会 

不登校支援委員会 

同じ資料で キーワード 

誰が 何を 

どのように 

具体が共
有でき，取
組がグンと
進みます。 



  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私なら，まず，ここから共有したい 

声や態度は保護者に伝わり 

ます。何かが起こる前に，保護者とつな

がっている大切さを共有しておきたい

です。電話対応について，４月の新メン

バーで一緒に，職員会でロールプレイ

ングをして体験したいです。 

P6６～7 

 
 

若い先生に役に立つと思います。 

何のための家庭訪問か，どうやった

ら子どもや保護者と信頼関係を築くこ

とができるかの参考にしたいです。オ

ーダーシートも利用してみたいです。 

いじめがないあたたかい集団をつく

るために，このコラムにあった『引き下

げの心理』について，生徒にも教員の

思いを交えて話をしたいです。 

居場所を求めている子どもがいま

す。学習保障もしていきたいです。別室

対応について，いつ，だれが，どのよう

にしていくか，ハンドブックをもとに明確

にしていきたいです。 

中学校への引継ぎの際，このシート

を活用し，中学校と共に確認をしたい

です。特に，効果があった支援や，本人

の資源の欄を活用したいです。 

 

不登校支援のベースは，「あたたか

い学級づくり」です。 

４月のスタートがしっかり切れるよう，

来年度の計画を今から立てたいです。

職員会で毎月確認したいページです。 

小 P8，９ 
中 P10，11 

子どもが行きたくなる 
学校づくりカレンダー 

P60～65 

休みはじめの対応ポイン
ト「3 日が分かれ目」 

P66～７０ 
P192，193 

子どもとつながる 
家庭訪問 

P21 

 人の中で人は育つ 
（鹿嶋真弓先生のコラム） 

P１３２～137 

校内での居場所づくり 

P１８２ 

引継ぎシート 

「不登校支援に関する連絡会」参加者からの
おすすめページ 


